
人口

男

女

世帯数

面 積

市民のうこ、き
平成 2年1月31日現在

39，869人(十43)

19，028人(十13)

20，841人 (+30)

12，988世帯 (十16)

240.93平方キロメートル
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大
洲
散
歩
(
知
っ
て
お
き
た
い
私
の
大
洲
)
② 

臥

山

荘

音E

市長公室編集大洲市役所発行平成 2年3月1日発行

肱
川
流
域
随
一
の
景
勝
臥
龍
の
淵
。
こ
の
淵
を
見
下

ろ
し
、
対
岸
に
冨
士
山
を
望
む
高
台
に
臥
龍
山
荘
は
あ

り
ま
す
。

臥
龍
と
い
う
名
は
、
蓬
莱
山
が
龍
の
臥
す
姿
に
似
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
洲
藩
三
代
藩
主
加
藤
泰
恒
公
が

命
名
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

臥
龍
山
荘
は
、
明
治
の
中
頃
に
木
蝋
の
貿
易
で
成
功

し
た
河
内
貫
次
郎
氏
が
、
ふ
る
さ
と
大
洲
に
十
年
余
り

の
歳
月
を
か
け
、
心
血
を
注
い
で
建
て
た
別
荘
で
す
。

大
洲
の
桂
離
宮
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
山
荘
は
、
臥
龍

院
・
不
老
庵
・
知
止
尾
及
び
庭
園
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
や
望
む
べ
く
も
な
い
銘
木
と
名
工
た
ち
の
腕
が

一
つ
と
な
っ
て
、
寅
次
郎
氏
の
山
荘
に
対
す
る
情
熱
を

建
物
の
細
部
に
ま
で
見
事
に
結
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
こ
の
山
荘
を
河
内
氏
か
ら
譲
り
受
け

昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
一
般
公
開
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
春
夏
秋
冬
、
四
季
折
々
に
深
い
趣
が
あ
り
、
県

内
外
の
観
光
客
に
高
い
人
気
が
あ
リ
ま
す
。
大
洲
に
住

む
私
た
ち
も
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
場
所
で
す
。

入
場
料
二
百
円

今月号の主な内容

:0大洲文学散歩一…………P2 : 

句碑・歌碑めぐり-

:0華やかに成人の日...・ H ・..p3 ~ 

:0すませましたか?税の申告

..p 4 

:0異動のシーズンです

手続きはお早目に一一..p5 : 

:0みんなあつまれ/

児童館・児童センター…P7 : 



平成2年 3月1日

ー
句
碑
・
歌
碑
め
ぐ
り
|

伊
予
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
る
わ
が
大
洲
市
は
、
文
学
の
香
り
の
高
い
ま

ち
。
こ
こ
ろ
も
ち
歩
調
を
ゆ
る
め
て
み
れ
ば
、
日
頃
見
過
し
が
ち
な
石
碑

た
ち
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
語
り
か
け
て
き
ま
す
。

休
日
の
昼
下
が
り
、
市
内
の
句
碑
や
歌
碑
を
巡
り
な
が
ら
、
歌
の
世
界

で
大
洲
情
緒
に
ふ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
:
・
:
:
。

肱
川
を
見
下
ろ
し
、
富
士
山
を
遠
望

す
る
城
山
公
園
。
春
は
吉
野
桜
で
に
ぎ

わ
う
圏
内
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
、
文

人
・
前
田
伍
健
の
句
碑
で
す
。

前
田
伍
健
は
野
球
拳
の
創
始
者
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
川
柳
の
道
で

も
、
全
国
川
柳
界
の
七
賢
人
に
選
ば
れ

る
程
の
人
物
で
し
た
。
大
正
末
期
以
後

の
県
下
の
柳
壇
の
大
恩
人
と
も
言
え
る

雪
見
塚
は
、
も
と
も
と
一
七
五
四
年

に
大
洲
旧
太
子
堂
に
建
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
存
す
る
も
の
は
、
一
八
五
七
年

に
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
長
い
風
雪
に
た
え
て
き
た
句
碑

は
、
刻
ま
れ
た
文
字
も
薄
れ
、
歴
史
の

重
み
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

市
民
会
館
か
ら
裁
判
所
の
前
を
抜
け
、

大
洲
高
校
の
横
手
へ
出
れ
ば
、
そ
こ
に

は
今
川
七
郎
の
句
碑
と
村
井
幽
果
の
歌

碑
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

今
川
七
郎
は
大
洲
出
身
の
医
師
で
、

県
の
医
師
会
長
も
勤
め
た
人
。
「
医
は

仁
術
、
福
祉
な
り
し
を
信
念
に
、
県
医

師
連
盟
の
基
礎
ゃ
つ
く
り
に
専
念
す
る
か

ι
山
崎
ら
、
俳
句
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
「
馬

酔
木
」
の
同
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

碑
に
刻
ま
れ
た

人
で
、
句
碑
に
は
、

H

観
ず
る
に
み
な
仏
性
よ
狩
供
養
N

H

供
養
し
て
心
山
河
の
霧
は
る
る
H

の
二
句
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

城
山
を
下
り
市
民
会
館
へ
出
る
と
、

そ
の
前
庭
に
は
、
松
尾
芭
蕉
の
雪
見
塚

が
ひ
っ
そ
り
と
置
か
れ
て
い
ま
す
。

月
い
ざ
さ
ら
ば

雪
見
に
転
ぶ

おおず広報

と
こ
ろ
ま
で
4

H

鐘
な
れ
ば
霧
の
学
園
静
か
な
り
山

の
句
は
、
母
校
(
旧
制
大
洲
中
学

l
現

大
洲
高
校
)
の
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
。

朝
霧
の
中
で
若
者
た
ち
の
声
が
こ
だ
ま

す
る
学
園
に
、
始
業
を
告
げ
る
鐘
の
音

が
響
く
と
、
一
瞬
、
水
を
打
っ
た
よ
う

な
静
け
さ
が
辺
り
を
包
み
込
ん
だ
・
..... 

そ
ん
な
情
景
が
浮
ん
で
き
ま
す
。

村
井
幽
果
は
、
川
霧
短
歌
会
を
結
成

し
た
大
洲
出
身
の
歌
人
。
旧
制
大
洲
中

学
在
学
中
か
ら
作
歌
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
大
洲
へ
の
想
い
を

歌
っ
た

町
五
口
を
育
て

歌
に
こ
冶
ろ
を

澄
ま
し
め
し

こ
の
山
川
の
と
は
の
し
っ
か
さ
U

と
い
う
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
高
校
を
後
に
、
市
役
所
を
越
え

て
柚
木
の
亀
山
公
園
ま
で
足
を
伸
ば
す

と、山
京
に
似
し

企前田伍健の句碑

伊
予
の
大
洲
の竹

の
春
4

と
刻
ま
れ
た
句
碑
に
出
会
い
ま
す
。
こ

の
句
碑
は
、
昭
和
四
十
一
年
八
月
、
国

民
宿
舎
の
落
成
を
記
念
し
て
、
大
洲
市

観
光
協
会
・
大
洲
俳
句
会
・
大
洲
白
魚

火
会
が
建
立
し
た
も
の
。
俳
句
は
、
俳

人
・
西
本
一
都
の
作
で
す
。

一
都
は
、
大
洲
の
婦
人
俳
句
会
の
創

設
期
に
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
月
刊
誌

『
新
樹
』
発
刊
の
指
導
者
と
し
て
深
く

か
か
わ
っ
た
人
。

H

竹
の
春
u

と
は
、

子
竹
が
青
々
と
繁
る
秋
の
風
景
を
表
す

季
語
で
、
四
季
折
々
に
自
然
美
を
奏
で

る
H

伊
予
の
小
京
都
山
に
ふ
さ
わ
し
い

4

司
西
本
一
都
の
句
碑

一
旬
で
す
。

こ
れ
ら
の
外
に
も
、
市
内
に
は
た
く

さ
ん
の
句
碑
や
歌
碑
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
二
、
三
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

2 ー

山
神
垣
や

老
樹
の
松
も
花
の
さ
く
N

柚
木
・
金
比
羅
宮
境
内

詠
人
一
松
井
仙
重
郎

月
春
川
や

山
春
山
の

扇
聞
き
に
竹
筏
H

こ
、
に
お
は
せ
り観

世
音
山

如
法
寺
観
音
堂
横

一
詠
人
一
大
橋
不
泥
夫
妻

エ
プ
ロ
ン
白
し花

曇
り
山

大
洲
幼
稚
園

詠
人
一
天
野
柳
糸

(
都
合
上
、
本
文
中
の
敬
称
は
略
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
)

H

入
園
児
の



華
や
介
に
成
人
の
日

新
成
人
は
四
一

O
人

おおず広報

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が
、

一
月
十
五
日
、
市
役
所
二
階
大
ホ

i
ル

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
成
人
式
を
迎
え
た
市
内
の
新
成

人
は
、
全
部
で
四
百
十
人
。
う
ち
三
百

四
人
が
こ
の
日
の
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
半
か
ら
聞
か
れ
た
式
典
で

は
、
地
元
選
出
の
代
議
士
や
桝
田
市
長

ら
か
ら
、
新
成
人
へ
激
励
の
こ
と
ば

が
送
ら
れ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
大

川
地
区
の
出
海
英
樹
く
ん
が
「
私
た
ち

若
者
は
、
豊
か
な
生
活
の
中
で
苦
労
と

い
う
も
の
を
知
ら
ず
に
成
長
し
て
き
ま

関
醐
醐覇

撞

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
ら
を
鍛
え
向

上
さ
せ
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
、
立
派

な
社
会
人
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
L

と
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
各
地
区
ご
と
に
分

か
れ
て
の
記
念
撮
影
。
和
服
姿
も
あ
で

や
か
な
女
性
た
ち
に
、
ス
ー
ツ
姿
も
り

り
し
い
男
性
陣
。
い
つ
も
は
見
ら
れ
な

い
様
な
緊
張
し
た
面
持
ち
が
目
立
っ
た

よ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
臼
の
午
後
か
ら
は
、
恒

例
と
な
っ
た

H

寒
中
水
泳
大
会
H

が、

f子大入元 全詠会 σ) /え か大
送 勢 五 の 「 員 、 員 参 歳 会 れ i1'卜I
らの人若祝で甲干に加か場ま神
れ見が者成初胃iよ者らとしイ云
ま物挑と人泳業うるが七なた流
し客戦愛のき、、、基集 1-っ。 保
たか。媛日を矢本合ーた 存
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、に 7}:'7Jく し の J 洲での ど
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平成2年 3月1日

企みんなで記念撮影

v寒中水泳大会の呼び物「水書」

パソコン教室

， 

世界の花11と集う

花と緑の祭典
第2期生募集

-申込は3月中に一

3 

国際花と緑の博覧会

大阪鶴見緑地

場第四0'90

花の万博につい て の お 問 い 合

わせは、財団法人 国際花と緑の

博覧会協会まで。

東京 ft03-582-1990 

大阪 ft06-938-8789 

1990年4月~9月
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す
ま
せ
ま
し
た
か
?
税
の
申
告

市

県

民

税

市
県
民
税
の
申
告
は
、
み
な
さ
ん
の

税
金
を
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
。
平
成
二
年
一
月
一
日
現

在
大
洲
市
に
住
所
の
あ
る
人
で
、
申
告

義
務
の
あ
る
人
は
、
一
二
月
十
五
日
ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

{
申
告
義
務
の
あ
る
人
}

V
平
成
元
年
中
に
、
給
与
所
得
以
外
に

営
業
・
農
業
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の
所

得
が
あ
っ
た
人
。

一
申
告
の
必
要
が
な
い
人
}

V
所
得
が
給
与
だ
け
で
ほ
か
に
所
得
が

な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
。

V
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ

提
出
す
る
人
。

{
申
告
に
必
要
な
も
の
}

V
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
の
領
収

書
か
証
明
書
。

V
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医

療
費
の
領
収
書
か
証
明
書
。

おおず広報

i
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す

i

V
印
鑑
・
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類
。

※
自
主
申
告
を
す
る
人
に
は
、
地
区
へ

申
告
書
の
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま

た
、
申
告
相
談
該
当
者
に
は
、
個
別
に

用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
市
民
税
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
4
6
・2
4
7

税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

所
得
税
の
申
告
と
納
税

平
成
元
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と
納

税
は
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
申
告

も
納
税
も
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。

必
ず
期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を
}

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
振
替
納

税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を

利
用
す
れ
ば
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金
口

座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
手
数
が
少
な
く
で
済
み
、

ま
た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
滞

納
し
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な
り
、
大

変
便
利
な
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

新
た
に
振
苔
納
税
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
預
貯
金
先
の
金
融
機
関
か
税
務

署
に
、
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税

昭
和
六
十
二
年
中
の
課
税
売
上
高
が

三
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者
の
方
は
、

四
月
二
日
ま
で
に
、
平
成
元
年
分
の
「
消

費
税
確
定
申
告
書
し
を
作
成
し
て
税
務

署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ

の
際
消
費
税
額
を
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
「
消
費
税
確
定
申
告
書
し
に

は
、
簡
易
課
税
用
と
一
般
用
の
二
種
類

が
あ
り
ま
す
。

①
昭
和
六
十
二
年
中
の
課
税
売
上
高

が
、
五
億
円
以
下
の
課
税
事
業
者
で
、

「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出

書
」
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、
「
消

費
税
確
定
申
告
書
(
簡
易
課
税
用
)
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
①
以
外
の
方
の
場
合

昭
和
六
十
二
年
中
の
課
税
売
上
高

が
五
億
円
を
超
え
る
課
税
事
業
者
、

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
な
い
事
業

者
又
は
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
事

業
者
の
方
は
、
「
消
費
税
確
定
申
告

書
(
一
般
用
)
し
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
大
洲
税
務
署
ま
で

宮
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保
険
料
も
控
除
対
象

料
控
除
」
と
な
り
、
課
税
の
対
象
と
は
川

な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
平
成
一
冗
年
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
、
あ
な
た
が
納
川

め
た
、
あ
な
た
や
ご
家
族
の
分
の
国
民
一

年
金
保
険
料
が
、
総
所
得
か
ら
控
除
さ
山

れ
ま
す
。

保
険
料
を
前
納
し
た
場
合
や
、
納
め
一

忘
れ
た
過
去
の
保
険
料
を
、
こ
の
期
間
川

中
に
納
め
た
場
合
も
同
じ
で
す
。
所
得
川

を
申
告
す
る
場
合
に
は
、
忘
れ
ず
に
控
川

除
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

-
平
成
元
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
川

国
民
年
金
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。
川

定
額
納
付
九
五
、
一

O
O円

付
加
納
付
九
九
、
九

O
O円

定
額
前
納
九
三
、
六
八

O
円

付
加
前
納
九
八
、
一
二
六

O
円

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
山

で

宮

⑪
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川

国
民
年
金
保
険
料

四
月
か
ら
は
八
千
四
百
円
に

国
民
年
金
保
険
料
が
、
四
月
か
ら
八

千
四
百
円
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
費
は
、
皆
さ
ん
が

納
め
る
保
険
料
と
国
の
負
担
な
ど
に
よ

り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
長
期
的
に
み
て
、
支
出
(
給

付
費
)
と
収
入
(
保
険
料
や
国
庫
負
担

な
ど
)
の
つ
り
合
い
が
と
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
国
で
は
将
来
予
想
さ
れ

る
受
給
者
や
給
付
費
の
増
加
を
見
込
み

な
が
ら
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
負
担

も
配
慮
し
て
、
毎
年
見
直
し
を
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
負
担
は
増
加
え
ま
す
が
、

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
の
大
き
な

支
え
と
し
て
、
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

(
国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度
)

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
前
納
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
前
納
す
る
と
、

一
年
で
二
千
四
百
三
十
円
割
り
引
か
れ
、

毎
月
納
め
る
手
数
も
は
ぶ
け
ま
す
。

新
た
に
前
納
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
三
月
十
日
ま
で
に
、
市
民
課
国
民

年
金
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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おおず

異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

広報
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一
二
月
、
四
月
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
転
入
・

転
出
の
と
き
に
は
、
各
種
の
届
出
を
し
て
お
か
な
い

と
、
選
挙
で
投
票
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民
年
金
の

給
付
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

異
動
に
と
も
な
う
手
続
き
は
、

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
へ
の
届
け
出

住
民
畳
鋸
住
民
基
本
台
帳
へ
の
記
載

な
ど
は
、
転
入
届
を
受
理
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
前
住
所
地
で
転
出
証

明
書
を
受
け
取
り
、
十
四
日
以
内
に
新

住
所
地
の
市
町
村
役
場
で
転
入
届
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
印
鑑
登
録
証
を
返
し
、
新

住
所
地
で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
一
度
返
し
、
新
住

所
地
で
新
た
に
申
請
し
ま
す
。
母
子
家

庭
・
零
歳
児
・
重
度
心
身
障
害
者
医
療

及
び
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
受
給
者
証

平成2年 3月1日

早
め
早
め
に
済
ま
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も
一
度
返
し
、
新
住
所
地
で
新
た
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
新
住
所
地
で
住
所
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
転
入
・
転
出
ど
ち
ら
の
場
合
で

も
、
事
前
に
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

在
学
証
明
書
小
・
中
学
生
が
い
る
場

合
は
、
現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
で
在

学
証
明
書
な
ど
の
書
類
を
受
け
取
り
、

転
出
先
の
小
・
中
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
児
童
手
当
関
係
で
は
、
所
得

証
明
書
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
入
は
、

新
住
所
地
の
福
祉
事
務
所
で
住
所
変
更

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
出
証
明
書
交
付
後
に
、
都

合
に
よ
っ
て
転
出
を
と
り
や
め
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
こ
の
転
出
証
明
書
を
も
と

の
市
町
村
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
届
け
出

転
入
・
転
出
に
関
す
る
わ
問
い
合
わ

せ
は
市
役
所
ま
で
。
宮
⑪
2
1
1
1
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参
考
・
郵
送
に
よ
る
戸
籍
の
請
求
i

戸
籍
謄
・
抄
本
を
手
紙
で
請
求
す
る

と
き
は
、
請
求
理
由
・
誰
の
も
の
が
何

通
い
る
の
か
・
本
籍
地
・
請
求
者
の
住

所
を
明
記
の
上
、
返
信
用
封
筒
に
切
手

を
は
り
、
料
金
を
入
れ
て
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
領
収
書
と
残
金
を
添
え
送
付

し
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
二
年
度
同
定
資
産
税
の
課
税
の

も
と
に
な
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

吋
覧
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

一
平
成
元
年
中
に
家
屋
を
新
・
増
築
又

…
は
取
り
壊
さ
れ
た
方
、
ま
た
、
土
地

家
屋
の
相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
で
所

有
権
の
変
っ
た
方
は
、
あ
な
た
の
資
産

が
間
違
い
な
く
登
録
さ
れ
て
い
る
か
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
わ
、
期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す

が
、
必
ず
印
鑑
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
二
年
一
一
一
月
一
日

1
三
月
二
十
日

国
土
調
査
登
記

ー

三

月

一

日

i
一
一
十
日

時
間
午
前
八
時
三
十
分

1
午
後
五
時

(
た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
・
日

曜
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
)

場
所
O
肱
南
・
久
米
・
肱
北
及
び
喜
多

地
区
の
人
一
市
役
所
税
務
課

O
連
絡
所
管
内
の
人
一
各
連
絡
所

O
市
内
在
住
者
で
納
税
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
人
、
並
び
に
市

外
在
住
者
一
市
役
所
税
務
課

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資

産
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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完
了
地
区
の
お
知
ら
せ

大
洲
市
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
か

ら
各
土
地
の
境
界
、
地
積
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
国
土
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
九
月
か
ら
現
地
調
査

に
入
り
ま
し
た
子
成
の
一
部
、
家
野
、
宇

山
、
新
町
か
ら
県
道
大
洲
長
浜
線
ま
で

の
地
区
に
つ
い
て
、
平
成
元
年
十
二
月
末

に
法
務
局
へ
の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら

実
施
し
た
八
多
喜
地
区
の
国
土
調
査
が

全
て
完
了
し
ま
し
た
こ
と
は
、
各
土
地

所
有
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も

運
転
免
許
証
住
所
変
更
の
手
続
き
は
、
A

新
住
所
地
の
警
察
署
で
。
自
動
車
を
所
一

有
し
て
い
る
人
は
、
陸
運
事
務
所
で
登
一

録
変
更
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転
居
下
期
間

先
が
県
内
と
県
外
で
は
手
続
き
が
遠
い

ま
す
。

郵
便
局
転
居
届
を
出
し
て
お
く
と
、

一
年
間
は
郵
便
物
を
転
送
し
て
く
れ
ま

す。そ
の
他
銀
行
へ
の
住
所
変
更
の
届
け

出
や
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話
な
ど
の
変

更
や
廃
止
の
手
続
き
を
わ
忘
れ
な
く
。

の
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
年
度
に
は
、
春
賀
山
林
部
、

東
宇
山
の
一
部
地
区
の
該
当
す
る
所
有

者
の
方
と
ご
一
緒
に
、
七
月
頃
か
ら
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
土
調
査
に
関
す
る
わ
問
い
合
わ
せ

は
、
農
業
土
木
課
国
土
調
査
係
ま
で
。
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軽
自
動
車
税
は
、
今
年
四
月
一
日
現
事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
市

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
新
た
し
て
、
印
鑑
を
持
参
の

7
え
市
役
所
に
的

に
所
有
者
に
な
っ
た
人
、
所
有
者
で
な
来
で
く
だ
さ
い
。
所
有
者
が
死
亡
し
た
い
…

く
な
っ
た
人
な
ど
は
、
早
め
に
手
続
き
時
は
、
は
が
き
で
身
内
の
人
に
名
儀
変
吋
冷
凍
食
品
の
普
及
な
ど
で
油
を
使
う

を

し

て

く

だ

さ

い

。

更

し

て

い

た

だ

く

よ

う

通

知

し

て

い

ま

問

機

会

が

増

え

る

に

つ

れ

て

、

天

ぷ

ら

油

V
原

動

機

付

自

転

車

(

総

排

気

量

が

百

す

。

問

、

が

原

因

の

火

災

(

天

ぷ

ら

油

火

災

)

も

二
十
五

ω
以
下
)
と
小
型
特
殊
自
動
車
(
転
入
・
転
出
す
る
場
合
)
時
増
加
し
て
き
で
い
ま
す
。

に
つ
い
て
は
市
役
所
税
務
課
へ
。
そ
れ
転
出
す
る
時
は
、
ナ
ン
ハ

l
プ
レ

l

w

揚
げ
も
の
に
適
し
た
油
の
温
度
は
約

以
外
の
車
種
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
ト
を
市
へ
返
却
し
、
新
住
所
地
で
新
た
山
一
八

O
度
。
天
ぷ
ら
油
な
ら
、
火
を
つ

協
会
又
は
陸
連
事
務
所
で
手
続
き
を
し
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
…
ー
け
て
か
ら
約
四
、
五
分
で
こ
の
温
度
に

で

く

だ

さ

い

。

転

入

の

場

合

は

、

大

洲

市

の

ナ

ノ

パ

一

一

な

り

ま

す

。

し

か

し

、

加

熱

し

た

ま

ま

(
原
付
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合
〉

l
プ
レ
ー
ト
を
受
け
取
る
手
続
き
を
し
叫
に
し
て
お
く
と
、
十
分
前
後
で
温
度
は

市

役

所

で

名

儀

変

更

の

手

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

同

約

二

七

O
度
に
達
し
、
白
煙
が
た
ち
の

で
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、
あ
(
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
)
吋
ぼ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
更
に
加
熱
し

な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
、
警
察
署
へ
盗
難
届
を
出
し
、
い
…
続
け
温
度
が
三
六

O
度
程
に
な
る
と
、

(
原
付
の
車
体
を
変
更
し
た
場
合
)
そ
の
後
市
役
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
o
w
今
度
は
天
ぷ
ら
油
そ
の
も
の
が
炎
を
上

市

役

所

で

車

体

変

更

の

手

続

き

を

し

仰

げ

て

燃

え

始

め

ま

す

。

そ

し

て

、

約

二

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、
白
詳
し
く
は
、
税
務
課
軽
自
動
車
税
係
町
分
後
に
は
、
炎
は
約
一
日
に
も
な
る
の

賠
責
保
険
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。
へ
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
o

m

で
す
o

-
-
(
所
有
者
が
死
亡
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

l

E
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w
天
ぷ
ら
油
か
ら
の
出
火
は
、
そ
の
場

一

一

ト

や

車

体

を

紛

失

し

た

場

合

)

…

を

離

れ

た

ち

ょ

っ

と

し

た

す

き

に

起

こ

主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
咋
り
ま
す
。
わ
ず
か
な
気
の
ゆ
る
み
が
、

官
更
交
重
信
肩
書
呆
食
受
寸
E
H台
大

火

災

を

引

き

起

こ

す

原

因

に

も

な

り

-r

・Ep
h
-
ぺ4

、ェ，
4
1
E

官，
4
1罰
m
F
F同
J

，41
F
F
U
4
M喧
F

か
ね
な
い
の
で
す
。

祈

i

平成2年 3月1日

「廃車手続きは

! お早めに」
一軽自動車一

一原動機付自転車一

一小型特殊自動車一

平
成
二
年
度
の
「
市
民
交
通
傷
害
保

険
」
の
受
け
付
け
が
、
三
月
一
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
区
長
さ
ん
を
透
じ
て
各

世
帯
に
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

万
一
の
事
故
に
備
え
、
家
族
み
ん
な
で

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

-
加
入
資
格
.

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
又
は
、
市

内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
。
た
だ

し
、
一
人
一
口
に
限
り
ま
す
。

おおず広報

行
な
く
そ
う
ノ
.

天
ぷ
ら
油
火
災
U

A
V
保
険
料
。

一
口
四
百
八
十
円
(
中
途
で
の
申
し

込
み
は
、
月
額
四
十
円
で
計
算
)

.
期
間

A'

平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間

企
守
支
払
わ
れ
る
保
険
金
・

自
動
車
、
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、

列
車
な
ど
が
原
因
で
発
生
し
た
交
通
事

故
に
対
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
五
千
円

(
一
週
間
未
満
の
け
が
)
か
ら
最
高
百

1月末までの

大洲市内の交通事故

1月末現在 昨年同期

f牛 数 2 2 1 6 

負傷者 3 5 1 8 

ラE 者 。 1 

万
円
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
交
通
安
全

係
へ
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
3
1

春の全国火災予防運動

ー
消
防
署
1

お
と
な
り
に

あ
げ
る
安
心

火
の
始
末

祈~号令

天
ぷ
ら
油
火
災
を
始
め
、
恐
ろ
し
い

火
災
を
引
き
起
こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

- 6 

-
寝
た
だ
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い
。

2

子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

3 

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

t
ミ

o

デ
〆
戸
、
》

U

4
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
は
な
れ
な
い
。

5 

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

6 

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

7 

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。



おおず

館二

二児童センタ一二
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広報

。
童

あつまれ

二児

平成2年 3月1日

「
人
権
と
間
和
教
育
」

要
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
家
庭
の
中
に

は
、
独
断
・
偏
見
、
暴
力
な
ど
は
起
こ

り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

第
三
に
は
差
別
意
識
の
形
成
は
職
場

の
あ
り
方
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
人
々
は
、
一
日
の
大
半
を
職
場

で
送
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
わ
け
で
す

が
、
そ
の
職
場
で
の
情
報
や
人
間
関
係

の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
の
意
識

は
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
職
場
に
お

け
る
明
る
い
人
間
関
係
は
、
そ
こ
で
働

く
者
に
活
力
を
与
え
、
仕
事
の
効
率
も

高
め
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
職
場
だ

け
で
な
く
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
よ

く
し
て
い
く
力
に
も
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
・
家
庭
・
職
場

の
身
近
な
生
活
の
場
で
、
お
互
い
に
明

る
い
人
間
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
人
権

尊
重
の
気
風
を
育
て
、
そ
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
、
一
般
差
別
も
含
め
て

部
落
差
別
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
い
う
ご
と
を
、
お
互
い
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

こ
う
し
て
学
習
会
・
研
修
会
は
積
極

的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の

意
識
の
変
革
は
ま
だ
十
分
で
な
い
と
い

う
感
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。
こ
の
機
に
あ

た
っ
て
「
部
落
解
放
基
本
法
L

制
定
へ

の
運
動
の
高
ま
り
は
必
然
の
成
り
行
き

だ
と
言
え
ま
す
。

- 7 十



平成2年 3月1日

奥さん訪問

スパラヤル

尚
民
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
U

来
て
み
な
は
い
や
、
お
ら
が
公
民
館

は
、
奥
さ
ん
訪
問
同
窓
会
。
平
成
元
年

九
月
二
十
九
日
、
広
報
お
お
ず
の
名
物

記
事
『
奥
さ
ん
訪
問
』
に
登
場
し
た
、

県
外
出
身
主
婦
の
同
窓
会
を
聞
い
た
。

同
窓
会
に
は
、
桝
田
市
長
、
山
本
企

画
情
報
室
長
、
大
久
保
初
恵
さ
ん
(
徳

森
、
お
歳
、
東
京
都
出
身
)
ら
奥
さ
ん

十
四
人
と
公
民
館
関
係
者
五
人
、
更
に

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
肱
北
婦
人
会
の
尾
崎

会
長
(
東
京
都
出
身
)
、
市
P
T
A
連

合
会
の
井
関
会
長
(
広
島
県
出
身
)
の

計
二
十
三
人
が
参
加
。
ま
ず
、
桝
田
市

長
の
講
話
「
大
洲
市
の
現
状
と
展
望
し

を
聞
き
懇
談
会
に
入
っ
た
。

市
長
の
肩
の
こ
ら
な
い
話
術
、
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
自
己
紹
介
に
、
す
っ

おおず広報

人権擁護委員に

悦子さん亀井

中
央
公
民
館
長

矢

野

佳
次
男

か
り
心
が
ほ
ぐ
れ
、
意
見
交
換
も
本
音

と
本
音
の
応
酬
。
「
子
供
の
遊
圏
地
が

少
な
い
。
」
「
ぜ
ん
そ
く
に
対
応
で
き
る

医
療
機
関
が
少
な
い
。
」
「
冨
士
山
公
園

に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
欲
し
い
。
」
「
大
洲

の
方
言
も
悩
み
の
種
・
・
・
イ
ン
マ
(
そ

の
う
ち
)
、
ガ
イ
ナ
(
た
く
さ
ん
)
、

ピ
イ
(
女
)
、
ネ
キ
(
近
く
)
、
ピ
ン

ダ
レ
(
だ
ら
し
が
な
い
て
パ
ッ
ポ
(
も

ち
)
、
メ
ン
ド
シ
イ
(
は
ず
か
し
い
)
:
・

現
在
で
は
、
大
洲
弁
も
ベ
ラ
ペ
ラ
で
お

し
ゃ
べ
り
も
す
ご
く
楽
し
い
が
、
大
洲

独
特
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
丁
寧
語
に
は
違

和
感
が
あ
り
、
容
易
に
な
じ
め
な
い
O

L

更
に
、
宴
た
け
な
わ
に
な
り
舌
に
ゴ

ロ
ゴ
ロ
・
ア
ル
コ
ー
ル
が
の
っ
て
く
る

と
、
ホ
ン
マ
デ
ッ
カ
(
大
阪
)
、
パ

y

1月 15日付で¥法務大臣から

亀井悦チさん(住所二大洲市大

洲 1409番地 E⑫5730~ )が、人

権擁護委員に委嘱されました。

皆さんが不当な 差別やいやが

らせなどの人権侵害を受けたり、

家庭内や隣近所とのもめごと、

借地・借家問題などで、困ってい

る場合に、人権擁護委員が相談

に乗ってくれますから、気軽に

ご宇目言炎ください。

相談は無料で秘密は固く守ら

れます。

テ
ン
(
熊
本
)
、
ダ
ッ
テ
サ
(
東
京
)
、

メ
ン
ソ

i
レ
ン
(
沖
縄
)
・
・
・
ボ
ン

ボ
ン
と
方
一
一
一
一
口
の
談
笑
。
な
ん
と
は
な
く

人
情
の
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
、
十
二
月

の
忘
年
会
へ
と
発
展
し
た
。
企
画
し
た

公
民
館
と
し
て
は
、
ま
さ
に
も
っ
て
顕

す
べ
し
で
あ
る
。

平
成
二
年
度
、
願
わ
く
ば
未
登
場
県

佐
賀
・
徳
島
・
岡
山
・
福
井
二
二
重
(
ハ

ッ
サ
イ
リ
お
て
ん
ば
〕
・
長
野
(
キ
リ

ノ
シ
ョ
ン
ベ
ン
H
ぬ
か
雨
〕
・
山
梨
(
キ

リ
ョ
1

ジ
ン
H
H
美
人
)
・
石
川
・
栃
木
・

岩
手
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
な
ま
り
に
友

情
の
輪
を
広
げ
た
い
。

せらお知

E三三 一図書館

市立図書館では、平成 2年度

の生涯学習講座として、次の 2

講座を予定しています。

{
平
成
二
年
度
中
央
公
民
館
事
業
予
定
一

O
P
T
A
大
学
(
六
回
)
O
老
人
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
(
四
回
)

O
英
会
話
教

室
(
四
十
回
)

O
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修

講
座
(
五
回
)

O
わ
や
じ
料
理
教
室

(
四
回
)

O
奥
さ
ん
訪
問
同
窓
会
(
二
回
)

※
(
)
内
は
年
間
開
催
予
定
回
数

併
設
の
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
青

少
年
ホ

1
ム
に
つ
い
て
も
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

E
@
3
1
6
1

古文書解読講座

講師:森本定満先 生 ( 予 定 )

2. 古典入門講座

講師:水里子国義先生(予定)

いづれの講座も、年 5回 の 開

催を予定しています。申込方法

など詳しくは市立図書館まで、。

E⑪ 4 4 1 9 

1 

図

書

新
刊
図
書
案
内

郷
土
資
料
増
加
目
録
四
国
地
区
公

共
図
書
館
連
絡
協
議
会
編

愛
媛
県
議
会
史
5

愛
媛
県
議
会

今
日
只
今
松
下
覚
先
生
追
悼
集

歌
集
春
潮
集
久
保
七
郎
・
美
江
著

好

日

の

日

々

稲

積

拘

烹

著

松
山
の
歴
史
松
山
史
編
集
委
員
会

知

恵

蔵

朝

日

新

聞

社

日
教
組
四
十
年
史日

本
教
職
員
組
合
編

N
H
K
年
鑑
日
本
放
送
協
会
編

道
路
時
刻
表
問
道
路
時
刻
表
研
究
会

わ
が
国
の
道
路
わ
が
国
の
道
路
社

。
公
民
館
へ
の
巡
回
文
庫
に
つ
い
て

図
書
館
で
は
、
年
5
同

(
4
月
・

6
月
・

8
月
・
叩
月
・
ロ
月
)
公
民

館
へ
巡
回
文
庫
と
し
て
図
書
を
配
本

し
て
お
り
ま
す
。
冊
数
は
毎
回
目
冊

で
す
。皆

さ
ん
の
ご
活
用
を
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
ご
希
望
の
図
書

が
あ
れ
ば
、
公
民
館
か
、
図
書
館
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
公
民
館
ま

で
お
届
け
し
ま
す
。

O
読
書
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う。
読
書
会
用
の
図
書
を
年
4
回
、
県

立
図
書
館
の

J
辛
首
会
文
庫
』
を
借

り
受
け
て
配
本
い
た
し
ま
す
。
会
員

は
、
叩
名
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

館

- 8 



おおず広報平成2年 3月1日

1.? .肱南地区七草がゆ歩こう会

散
し策
手どと
の
か
ゆ

1.? .七社参りウオーク大会(八多喜)

畠

1月 7目、新春恒例の"七草がゆ歩こう会'

(肱南地区コミュニティ推進委員会主催)が

聞かれました。今年は、市民約 600人が参加。

市内を散策した後、大洲神社で七草がゆに舌

鼓を打ちました。また、八多喜地区でも、地

元公民館主催の“七社参りウオーク大会"が

聞かれ、参加者は、神社巡りの後、七草がゆ

で交流を深めました。

2.4.三世代交流会1.21。スポーツ少年団サッ力一大会

大
会
成
績

〔
中
学
生
の
部
〕
優
勝
・
肱
東
中
A

〔
小
学
生
一
部
〕
優
勝
新
谷

〔
小
学
生
二
部
〕
優
勝
-
新
谷

〔
小
学
生
三
部
〕
優
勝
間
呂
田

一
一
月
四
日
、
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦

人
会
、
青
年
団
の
会
員
ら
が
参
加
し
て
、

三
世
代
交
流
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
大
洲
市
老
人
セ
ン
タ
ー
に

は
、
参
加
者
約
百
十
人
が
集
合
。
桝
田
市

長
の

H

西
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
国
際
情

勢
は
こ
う
だ
ο

と
題
し
た
講
演
の
後
、
三

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

H

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
ω

や
H

地
域
で
の
役
割
N

に
つ

い
て
、
活
発
な
意
見
を
か
わ
し
ま
し
た
。

1.? .スポーツ少年団ミニパスケットボール大会

9 ー

大
会
成
績

〔
小
学
生
一
部
〕
優
勝
新
谷

二
位
平
、
三
位
白
三
善
・
南
久
米

〔
小
学
生
二
部
〕
優
勝
大
洲
A

二
位
一
平
野
、
三
位
三
善
・
喜
多



平成 2年 3月1日

品

実

施

日

該

当

者

3
月
6
日
(
火
)
平
成
元
年
目
月
生
※

3
月
8
日
(
木
)
昭
和
臼
年
8
月
生

3
月
日
日
(
火
)
平
成
元
年
7
月
生
※

3
月
却
日
(
火
)
平
成
元
年
4
月
生
※

3
月
幻
日
(
火
)
昭
和
臼
年
2
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

i
m
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

乳

幼

児

健
康
診
断

健

キ自

5炎

康

日
時

3
月
比
日
と
3
月
お
日

ミ
ノ
土
寸
心
、
ヮ

1
2
寺、

3
土
寸

1
5土
寸

《
・

H
H
『
U

ノ一ノ

1
よ
口
μ

1

ム
口
μ

1

よ
ロ
μ

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

広報

3
月
4
日

(
日
)

3
月
日
日

(
日
)

3
月
四
日

(
日
)

3 
(月
三水 21 
)日

3
月
お
日

(
日
)

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

3
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
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新
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子
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鉢
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金
一
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菅
団
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菅
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町
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夫

金
一
封
(
一
年
間
の
こ
づ
か
い
を
預

託

)

平
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本

啓

美
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谷

本
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金
一
封
(
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
販
売
寄
付

金
)
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
械

大
洲
地
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販
売
百
一
同

金
一
封
(
寄
付
金
)

菅

田
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矢

野

漠

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

成

見

康

男

相談ごと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

と き 3月 8日

3月20日

とごろ 市役 所

砂人権相談

と き 3月20日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

険法律相談

と き 3月 5日 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 3月 1日、 12日、 26日

13日王子 ~16日寺

とごろ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎 日の執務時間中

ところ 大洲市福祉 事 務 所

砂行政相談

と き 3月20日 9 日寺~12日寺

ところ 市役 所 2階会議室

急、ぐ時なE⑪3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

と き 3月22日 10日寺一16日寺

ところ 大洲商工会議所

担 当松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 3月22日 13H寺~15日寺

ところ 大洲市保健センタ←

対象 的 歳 以 上 の人

砂何でも相談

と き 毎 日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑪ 6100

大洲福祉会館ft@0947

砂不動産無料相談

と き 3月15日 9 時~16日寺

ところ 宅建協会大 洲 支 部

フヂエダ花庖 2階、常磐田J4

10日寺 ~15日寺

3階会議室

おおず

金
一
封
(
身
体
障
害
者
協
議
会
へ
)

中

村

水

沼

生

子

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
北
地
医
社
協

へ
)
中
村
恵
美
須
・
大
黒
・
射
場

婦
人
会

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
・
と
み
す

寮
・
市
社
協
へ
)
中
村
佐
藤
信
夫

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田

処

徳

岡

俊

一

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

喜

多

山

西

岡

宏

二

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

菅

田

町

二

宮

郁

雄

金
一
封
(
久
米
地
医
社
協
へ
)

高

山

西

白

石

茂

雄

(
物
品
の
口
座
)

入
浴
剤
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
三
十
一
点

(
市
内
の
独
居
老
人
へ
)
中
村
山
側

フ
ジ
大
洲
底
労
働
組
合
員
一
同

ク
リ
ス
マ
ス
リ
l
ス
七
個
と
腕
ぬ

き
四
組
(
市
内
福
祉
施
設
へ
)
田
口

中
央
ピ
ル
内
ク
リ
ス
タ
ル
ギ
ャ
パ

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
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